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  雌 SDラット 16匹に坐骨神経部分結紮手術（PSL）を行った。術後 3、7、14、28日目に
各 4匹ずつから結紮した坐骨神経を摘出し、神経の長軸方向と平行に新鮮凍結切片を作成した。
抗メタロチオネイン抗体を使用し免疫染色を施行した。次に雌 SDラット 16匹に PSLを行い、














von Frey testでは術後 5日目以降で、Hargreaves testでは術後 7日目に疼痛行動の有意な減
少を認めた。術後 7 日目に坐骨神経を摘出して GAP43、GFAP の免疫染色を行ったところ、
治療群は結紮部遠位で GAP43の発現上昇および結紮部近位での GFAPの発現抑制を認めた。 
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  神経障害性疼痛モデルである、坐骨神経部分結紮モデルラットでは神経損傷部でのメタロ
チオネイン濃度は経時的に減少し、損傷部に対してメタロチオネインを投与すると末梢神経レ
ベルで疼痛行動の改善をもたらすことを示した。 
 
